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フィナーレ・リグレ

（イタリア）

第40回パルマド一口国際ピアノコンクール

入賞者コンサートで演奏するジダーノフ。彼

のシューマン〈トッカータ〉は、みごとだった

入茂者コンサートでのクノ二ュクのヴェッキ

アート〈MedEtaZJOne（瞑想）〉には、鳥肌が

立った。「聖堂からインスピレーションを得た」ファイナリストの女性陣。左から安藤真野さん、第1位のユ・チェギョンさん、若

とは、本人の弁　　　　　　　　　　　　　井亜妃子さん
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世
界
で
最
も
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
が
多
い

国
、
イ
タ
リ
ア
。
各
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を

訪
ね
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
を
歩
い
て
縦
断
で

き
る
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

美
し
き
リ
ヴ
ィ
エ
ラ
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
境

に
近
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
・
リ
グ
レ
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
「
パ
ル
マ
ド
ー
ロ
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
」
　
は
、
作
曲
者
ア
ロ
イ
ー
ゼ
・

ヴ
エ
ツ
キ
ア
ー
ト
氏
に
よ
り
1
9
7
4
年
か

ら
始
ま
り
、
今
日
に
至
る
。
ヴ
エ
ツ
キ
ア
ー

ト
生
誕
1
0
0
年
記
念
、
第
4
0
回
目
を
迎
え

た
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
8
月
2
7
日
～
3
0

日
に
行
わ
れ
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
人

の
入
賞
者
が
多
い
。
日
本
ピ
ア
ノ
界
の
第
一

線
で
活
躍
中
の
今
井
顕
、
小
山
京
子
、
花
岡

千
春
、
三
輪
郁
諸
氏
ら
が
名
を
連
ね
る
他
、

3
年
前
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
優
勝
し
た
萩
原
麻

未
さ
ん
も
、
1
3
歳
の
時
に
史
上
最
年
少
優
勝

し
て
い
る
。
そ
の
入
賞
者
の
中
の
ひ
と
り
、

関
孝
弘
氏
は
、
ヴ
エ
ツ
キ
ア
ー
ト
氏
の
意
思

に
よ
り
、
2
0
0
5
年
か
ら
審
査
員
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
の
第
1
位
は
、
リ
ス
ト
《
パ
ガ
ニ
ー

ニ
大
練
習
曲
集
》
全
曲
な
ど
を
卓
越
し
た
技

巧
と
セ
ン
ス
で
演
奏
し
た
ユ
・
チ
ェ
ギ
ョ
ン

（
韓
国
）
。
色
彩
豊
か
な
美
し
い
音
と
ユ
ー
モ

ア
で
聴
衆
を
惹
き
つ
け
た
サ
ー
シ
ャ
・
グ
リ

こ
ユ
ク
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
　
と
、
作
品
の
性
格

を
巧
み
に
弾
き
分
け
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た

デ
ニ
ス
・
ジ
ダ
ー
ノ
フ
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
　
が

第
3
位
を
分
け
あ
っ
た
。

他
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
は
、
推
進
力
の
あ
る

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
な
ど
を
演
奏
し
た
安
藤
真
野

さ
ん
と
、
2
0
世
紀
以
降
の
曲
が
特
に
良
か
っ
た

若
井
亜
妃
子
さ
ん
。
西
本
夏
生
さ
ん
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
第
3
番
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
だ
が
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
を
逃
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
で
は
、
ヴ
エ
ツ
キ
ア
ー
ト
氏

の
作
品
も
課
題
と
な
り
、
こ
ち
ら
の
最
優
秀

演
奏
者
に
与
え
ら
れ
る
ヴ
エ
ツ
キ
ア
ー
ト
賞

は
グ
リ
こ
ュ
ク
が
受
賞
し
た
。

来
年
も
同
じ
時
期
に
開
催
予
定
。
詳
し
く

は
≦
妻
．
C
O
n
C
O
r
S
O
p
a
－
m
a
d
O
r
O
．
C
O
互
を
。

こ
こ
か
ら
ヴ
エ
ツ
キ
ア
ー
ト
の
楽
譜
の
1
部

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
ま
た
全
音
楽
譜
出

版
社
よ
り
『
ピ
ア
ノ
叙
情
小
曲
集
』
も
出
版

さ
れ
て
い
る
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
取
り
入
れ

て
み
て
は
？


